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1. 壁倍率認定値の適用条件
下記仕様を一つでも満たせない場合、壁倍率大臣認定仕様として TRC-30Aを使用することはできません。

その場合、3 章  設計  仕様 2 大臣認定範囲外   をご確認ください。

必ずお読みください

認定番号 ：FRM-0372
構法 ：在来軸組構法
柱 ：105 mm×105 mm ～ 120 mm×120 mm
土台、胴差、梁、桁 ：105 mm×105 mm以上
床合板 ： 30 mm以下（※1）
間柱 ：30 mm×90 mm以上
柱の間隔 ：910 ～ 1000 ｍｍ で両側に柱のある1Pのみの適用（※2）
高さ内法寸法 ：2555 ～2820 ｍｍ（※3）
耐力壁との併用 ：他の耐力壁との併用が必須となります。併用可能な壁については下表をご確認
  ください。

併用が必要な耐力壁

材料 例

面材

㈠
木ずりその他これに類するものを規定の方法によって柱及び間柱の
片面に打ち付けた壁を設けた軸組み ・構造用合板

・せっこうボード
  （四周打ち）㈡

木ずりその他これに類するものを規定の方法によって柱及び間柱の
両面に打ち付けた壁を設けた軸組み

筋かい

㈢
厚さ15mm以上で幅 90mm以上の木材または径 9mm以上の鉄
筋の筋かいを設けた軸組み

・筋かい
㈣ 厚さ30mm以上で幅90mm以上の木材の筋かいを入れた軸組み

㈤ 厚さ45mm以上で幅90mm以上の木材の筋かいを入れた軸組み

その他
当該筋かいは、建築基準法施行令第 46 条第 4 項の表1に定める軸組または昭和
56 年建設省告示第1100 号に定める軸組を必ず併用すること

施工図例は  添付資料 ー 耐力壁併用納まり図   をご確認ください。

2　章 設　　　計 仕様 1 大臣認定適用

（※1）床合板は必須ではありません。無い場合は土台へ直接留めてください。
（※2）中心寸法です。
（※3）土台天端から梁・桁下までの横架材間寸法。

！  チェックポイント
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2．施工条件について
⑴ TRC-30Aのフレーム内でのたすき掛けは不可とする。

⑵ 併用可能な耐力要素の条件
壁倍率認定値をカウントするため、耐力壁と併用する必要があります。

①筋かいとの併用例
【条件１】厚さ15mm以上で幅90mm以上の木材または径 9mm以上の鉄筋の筋かいを設けた軸組。
【条件２】厚さ30mm以上で幅90mm以上の木材の筋かいを入れた軸組。
【条件３】厚さ45mm以上で幅90mm以上の木材の筋かいを入れた軸組。

②構造用合板等の面材との併用例
【条 件】構造用合板 t＝7.5mm以上を用いて土台から梁・桁下まで1枚張りであること。

仕様 1 大臣認定適用

※間柱とダンパーが干渉するため、間柱を切り欠く必要があります。
※施工図例は耐力壁併用納まり断面図（筋かいとの併用）を参照ください。
※外壁側へTRC-30Aを設置する場合、必要断熱材の厚みの確保に努めてください。またTRC-30A 本体
は、スチール製のため熱きょう等にご注意ください。

！  チェックポイント

※ダンパーの施工は、構造用合板と反対側に施工してください。
※間柱は切り欠き後、45mm以上の厚みを確保してください。

！  チェックポイント

910～1000

ダンパー　t=約60mm

45

柱　105×105～120×120
間柱　30×90以上

上記②の構造用合板

910～1000

柱　105×105～120×120

ダンパー　t=約60mm

上記①の筋かい

間柱　30×90以上
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※真壁の場合、必要寸法の確認をしてください。
※TRC-30Aダンパー本体の厚みは、53.8mmですが、ビス頭 4mmが加わりますので、約 60mmの厚
みとして設計してください。

※柱は、105mm×105mm～120mm×120mm以内です。通柱、大黒柱等で120mm×120mmを
超える場合は取付不可となります。

！  チェックポイント

⑶ ブラケットおよびダンパー本体を施工する際の注意点
ブラケットの向きが1種類のため、ダンパー取付の向きが制限される場合があります。特に奥側に壁、

構造用合板、防水紙等がある場合、手前側からのみの施工となります。このとき、ブラケットは外付、
ダンパーは矢印の方向のみ施工可能となります。

⑷ 真壁と併用する場合の注意点
TRC-30A を真壁に施工するためには、TRC-30A の厚み（約 60mm）と、間柱は切り欠き後 45mm

以上の厚み確保が必須であり、120mm程度の柱寸法が必要となります。

※設計の段階で取付に際し、充分な計画（内付・外付およびダンパーの方向等）をしてください。
※同時にホールダウン金物、仕口金物の配置についても確認してください。
※外壁側へ取付する場合、構造用合板、防水紙の施工前に取付することをおすすめします。この場合、
取付方法に対する制約が大幅に減ります。

！  チェックポイント

仕様 1 大臣認定適用

2555～2820

910 ～1000
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3．柱頭・柱脚金物の選定
柱頭・柱脚部分の補強設計  Ｎ値計算  を行う際の数値（壁の有効倍率）は  3.8 倍  です。  3.8 倍  の値は、

TRC-30Aを施工した壁の 0℃での変形時に発生する引抜き力を考慮した数値です。
なお、  耐力壁と合算した 有効倍率  にて補強設計を行います。

TRC-30Aの壁倍率及びN値計算用壁倍率

壁倍率 N値計算用壁倍率

1.3倍 3.8 倍

※ TRC-30Aは筋かいタイプですが、圧縮側・引張側で性能が同じであるため、施工方向による補正の
必要はありません。

※静的、動的時の性能が異なるため、壁倍率とN値計算用壁倍率があります。

！  チェックポイント

仕様 1 大臣認定適用
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